
第２６８回教育研究評議会議事録 

 

 

日 時   令和４年１２月６日（火）１５時００分～１７時００分 

形 式   Ｗｅｂ会議 

出席者   松尾，杉山，門松，藤巻，木村（彰），周藤，松下，矢野，園田，枝廣， 

寺崎，木村（宏），宮﨑，土川，岡田，森吉，山岡，廣明，戸田山， 

阿波賀，益谷，成瀬，草野，小寺，星野，石黒，永田，森（健）， 

浅野，飯田，池田，川口，服部，森（郁）の各評議員 

(オブザーバー) 

髙橋事務局長，佐宗，佐久間，中東，束村，武田の各副総長 

角間監事，川北審議役 

（事務職員） 

事務局関係職員及び部局関係職員 

 

 

審議事項 

 

１ 令和５年度の夏季一斉休業期間について 

総長から，令和５年度の夏季一斉休業期間について，審議願いたい旨提案があった。 

次いで，髙橋事務局長から，配付資料に基づき，令和５年度の夏季一斉休業について説明があ

った後，審議の結果，本件については，本日部局持ち帰りとし，意見がある場合は令和４年１２

月１５日(木)までに人事労務課に文書にて提出することとした。  

 

２ 勤務時間関係諸制度の改正について 

総長から，勤務時間関係諸制度の改正について，審議願いたい旨提案があった。 

次いで，髙橋事務局長から，配付資料に基づき，勤務時間関係諸制度の改正について説明があ

った後，審議の結果，本件については，本日部局持ち帰りとし，意見がある場合は令和４年１２

月１５日(木)までに人事労務課に文書にて提出することとした。  

 

３ 定年引上げ等について 

総長から，定年引上げ等について，審議願いたい旨提案があった。 

次いで，髙橋事務局長から，配付資料に基づき，定年引上げ等について説明があった後，審議

の結果，本件については，本日部局持ち帰りとし，意見がある場合は令和４年１２月２０日(火)

までに人事企画課に文書にて提出することとした。  

 

４ 令和４年人事院勧告への対応について 

総長から，令和４年人事院勧告への対応について，審議願いたい旨提案があった。 

次いで，髙橋事務局長から，配付資料に基づき，令和４年人事院勧告への対応について説明が

あった後，審議の結果，本件については，本日部局持ち帰りとし，意見がある場合は令和４年１

２月２０日(火)までに人事企画課に文書にて提出することとした。  

 

５ 名古屋六大学の連携・協力に関する協定書の締結について 

総長から，名古屋六大学の連携・協力に関する協定書の締結について，審議願いたい旨提案が

あった。 

次いで，総長から，配付資料に基づき，名古屋六大学の連携・協力に関する協定書の締結につ



いて説明があった後，審議の結果，本件については，教育研究評議会として了承することとした。 

 

６ 博士前期課程及び専門職学位課程奨学金返還免除内定候補者選考に係る規程の制定及び関係規

程の一部改正について 

総長から，博士前期課程及び専門職学位課程奨学金返還免除内定候補者選考に係る規程の制定

及び関係規程の一部改正について，審議願いたい旨提案があった。 

次いで，佐久間副総長から，配付資料に基づき，博士前期課程及び専門職学位課程奨学金返還

免除内定候補者に係る規程の制定及び関係規程の一部改正について説明があった後，審議の結

果，本件については，教育研究評議会として了承することとした。 

 

 

 

報告事項 

１ 名古屋大学年俸制適用教員給与規程適用者の基本年俸改定について 

  総長から，配付資料に基づき，名古屋大学年俸制適用教員給与規程適用者の基本年俸改定につ

いて，報告があった。 

 

２ 収益事業への取組について 

  木村副総長から，配付資料に基づき，収益事業への取組について，報告があった 

 

３ 「学生による授業評価」への対応について 

  藤巻副総長から，配付資料に基づき，「学生による授業評価」への対応について，報告があっ

た。 

 

４ 名古屋大学オンライン会議等背景画像について 

  木村副総長から，配付資料に基づき，名古屋大学オンライン会議等背景画像について，報告が

あった。 

 

５ 教育研究評議会分科会報告について 

  門松副総長，木村副総長，藤巻副総長及び水谷副総長から，配付資料に基づき，教育研究評議

会分科会の議事内容について，報告があった。 

 

６ 機構長・総長報告 

  機構長及び総長から，配付資料に基づき，１１月１５日開催の教育研究評議会以後に開催され

た各種会議の議事内容について，報告があった。 

 

 

                                                                        以  上 


